
伊勢崎銘仙の歴史

がんとぶ。



伊勢崎銘仙って何？？

どんな柄？？

どんな工程？

いつ？？

どこで？特徴は？？

伊勢崎銘仙について紹介します！



群馬県伊勢崎市で生産されていた銘仙

18世紀初め、伊勢崎市周辺で作られていた織物（着物）

昭和50年より経産省から伝統的工芸品に登録
登録名を「伊勢崎絣」と登録したため呼称が２つ存在する

伊勢崎銘仙とは、、、

出所： AY Style公式サイト「伊勢崎銘仙とは」 （閲覧日：2025年11月5日）
https://shop.ay.style/pages/伊勢崎銘仙とは

明治から昭和にかけて日本の女性10人に一人は来ていたといわれる！



技法

〇「併用絣」
  経糸(たていと)と緯糸(緯糸)の両方に柄を染めて
手作業で合わせる技法！ 高度な技術！

色鮮やかでモダンな柄を表現できる！

この技法は伊勢崎銘仙だけ！！！



製造工程

銘仙産業は工場による一貫生産ではなく、分業で製造されていた 

工程の数はなんと、、１０種類以上！

1つの工程当たり1家庭が担当するため地域に根付いた産業だった



著者：金井珠代『伊勢崎銘仙「併用絣」のできるまで』を参照し、筆者が作成
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製造工程(1例) こんなにもの工程が！
一つ一つが高度な技術！



一つ一つの工程に高度な技術が存在

職人減少   

  伊勢崎銘仙は生産が途絶えてしまった



私たち”がんとぶ。”が

新たなかたちで残していく！！！
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